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　本年度 4月より、山口労災病院麻酔科へ赴任いたしました油利俊輔と申します。
　私は10年前、山口大学を卒業後、初期臨床研修医として2年間当院で研修をしておりました。
その後山口大学医学部麻酔科蘇生科に入局し山口県内の病院で勤務を続けてまいりました。
当院へ赴任する前は、山口大学医学部附属病院に勤務しており、主に脳神経外科麻酔と心臓
血管麻酔を中心に麻酔を行ってきました。
　「麻酔」に対して、みなさんはどのようなイメージを持たれているでしょうか。最近では医
療をテーマにしたドラマや映画、漫画が多くありますが、残念ながら麻酔科医を主人公とし
たものはほとんどありません。今回はそんな「麻酔」を簡単に紹介したいと思います。
　多くの手術では体にメスを入れるため、痛みと大きなストレスを伴います。そこで、痛み
を感じなくさせ、ストレスから患者さんの体を守ることが「麻酔」の役割です。「麻酔」は手
術が安全に行えるように、手術中の患者さんの全身状態を維持することを最大の目的とした
医療行為です。
　「麻酔科医」は手術中、外科医やスタッフとコミュニケーションをとりながら、「循環管理；
手術中に血圧や脈拍、尿量など心臓や血液の流れを整える」、「呼吸
管理；手術中に体へ十分な酸素が供給されるよう環境を整える」、「疼
痛管理；体への最大の負担となる痛みを和らげる」を行っています。
また、手術だけでなく、ペインクリニックや緩和医療も麻酔科医の
仕事の 1つです。
　手術を受けられる方それぞれに一番適した麻酔法を選択し、患者
さんが安全かつ快適に手術が受けられるよう日々尽力してまいりま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。
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ご挨拶ご挨拶

開く　地域に向かって、開かれた病院として、強い連携を保つ。
啓く　地域に向かって、健康・疾病に関する啓発活動をする。
発く　地域に向かって、医療情報を速やかに発信する

医療を地域に ひらく
ひら

ひら

ひら

麻酔科　油利　俊輔
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糖尿病教室（８月）

場所 /図書棟 研修医室　時間 /16：00 ～ 17：00
参加費 / 無料
月 日 曜日 内　容 講　師

８ １ 月 糖尿病について 内科医師
２ 火 食事療法の基本 管理栄養士
４ 木 食事療法の実際 管理栄養士
５ 金 日常生活 看護師
９ 火 糖尿病と検査 検査技師
10 水 薬物療法 薬剤師
12 金 運動療法 理学療法士
16 火 糖尿病について 内科医師
17 水 日常生活 看護師
18 木 食事療法の基本 管理栄養士
19 金 食事療法の実際 管理栄養士
23 火 糖尿病と検査 検査技師
24 水 薬物療法 薬剤師
26 金 運動療法 運動療法
29 月 糖尿病について 内科医師
30 火 食事療法の基本 管理栄養士

※外部のかかりつけでない方は受付できません。

お 知 ら せお 知 ら せ

常勤・非常勤

試 験 日 随 時 （応相談）
● MSW（医療ソーシャルワーカー）
● 薬剤師
● 看護師・助産師
● 臨床検査技師
● 看護補助者
● 医師事務作業補助者
受付：総務課 庶務係

作 品 展 開 催 ボランティアさんに協力をいただき、外来ロビー廊下で作品展を開催しています。

石川 清美
三戸 冨美子
二人展

７月４日（月）～ 22日（金）

●８月８日（月）～ 26日（金）は八木 貴美子 展です。

「かかりつけ医」ご紹介  登録医病院
山口労災病院は、「病診連携」を行っております。これは日頃受診される「かかりつけ医」と連携し、
入院・手術精査等の場合に機能を分担し効率的な医療の提供を図ることを目的としています。

診療科目／整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科
住  所 〒759-0204  宇部市大字妻崎開作 109
ＴＥＬ（0836）43-6611　ＦＡＸ（0836）43-6642

バス　東割　徒歩１分

診察時間

※祝日は休診です　※木・土 ～12:30　※第３金曜日 午後休診

ひうら整形外科クリニック

院長

　患者様の問題にしっかり向き合
い、丁寧な診断をし患者様に納得の
いく治療を進めてまいります。
　患者様に笑顔と優しい心で接し、
安心して安らげるクリニックであり
たいとスタッフ一同研鑽し頑張って
まいりますので宜しくお願いします。日浦 泰博

ひ うら やす ひろ

内科宛の紹介状に
専門科の記載も
お願いいたします。

紹介状についてのお願い

内　科

総  合　糖尿病・血液　呼吸器（一般）　消化器

膠原病・リウマチ　循環器　脳神経内科

職員募集

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

原則面会禁止です！　
オンライン面会 ができますので、
ご希望される方は1階受付（1番窓口）に
「申請用紙」をご提出ください。

当院は、院内感染対策のため、入院患者
の皆様への面会を禁止させていただい
ております。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
※当院から面会をお願いしたご家族は、上記の
　限りではありません

随時募集！随時募集！

時　間
８：30～12：00

14：30～18：00

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ × ×

日

認定看護師による出前講座とは、働く人々や市民の
みなさまに、健康に対する理解と関心を深めてもら
う目的で、わかりやすくテーマに沿って、お話する
出前講座を実施しています。
今年度はテーマを 25 講座準備しております。病院
のホームページやパンフレットにて詳し
く案内しております。お気軽に出前講
座申込書にて、地域医療支援部門へ
FAXでお申し込み下さい。
いつでもお待ちしております。

出前講座のご案内

スマイル座談会

FAX  0836－81－5007
地域医療支援部門

認定看護師による2022年度

「あなたも命を救う人であれ」
　病院の理念である「医療を地域にひらく」の活動の一環として「スマイル座談会」を6月28日に実施しま
した。今回は、山口県立小野田工業高校の全校生徒を対象に救命救急講習会を開催しました。
　当日は、最初に熱中症予防についての説明と、救命救急処置の動画を視聴し、デモ人形を使用して実際
に心臓マッサージを体験してもらいました。梅雨明け宣言された夏を本格的に感じさせる暑さの中、先生
と高校生280名という多くの方に参加していただき、関心の高さが感じられました。
　４月に入職した新人看護師２名にとっても、地域に出向き多くの高校生の
前で、救命救急処置について、持てる技術を披露したことは、大きな自信につ
ながりました。
　地域貢献事業として病院外での今回の講習会は地域の方々に山口労災病
院をより知っていただく良い機会になったと思います。今後も、活動してい
きますので、ぜひご活用ください。

ＪＲ宇部線　岩鼻駅　徒歩16分

診療科目／内科

住  所 〒755-0067  宇部市西小串五丁目6番21号
ＴＥＬ（0836）32-0760　ＦＡＸ（0836）32-0889

バス　下条　　徒歩１分

診察時間

受付11:30まで

受付17:30まで

フジイ内科医院

院長

　糖尿病患者が約８割の
専門医療機関であるとと
もに生活習慣病を中心に
かかりつけ医として山口労
災病院をはじめ多くの医
療機関と連携しながら各
種疾患に対応しています。

藤井 新也
ふじ い しん や

時　間
９：00～12：30

14：00～18：00

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ × ×

日

お盆期間中の
診療のご案内

当院はお盆期間中も
通常通り診療
いたします

記入例

総合内科宛、
糖尿病内科宛 等

高校生のための
　一次救命処置講習会開催！！

※祝日は休診です
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